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?要? ? 旨?
近年，無線ローカルエリアネットワーク???????????????????????????????????
や超広帯域無線通信?????????????????????といった様な高速無線通信システムな
ど様々な通信方式が注目されている．そのような中，無線通信端末等に用いられ
る各種回路には様々な特性が要求される．それらは仕様によって変化しており，
例えば，送受信等に必要不可欠である帯域通過フィルタ?????????????????????
及び帯域阻止フィルタ?????????????????????????????にも様々な特性が要求され
ており，ここ数年複数帯域の有効利用を目的に複数帯域で動作するマルチバンド
フィルタの研究が国内外で盛んに行われている．また，最近では複数帯域を有す
る広帯域フィルタ特性実現等の要求もある．高周波フィルタの構成は，一般的に
は共振器とインバータ回路によって構成される．共振器及びインバータ回路につ
いて，複数帯域での動作を考慮した検討を基本とし，古典フィルタ設計理論を基
にしたフィルタ設計法を用いて有極特性や広帯域特性を有するデュアルバンド
???及びデュアルバンド???についての詳細にわたる検討は行われていない．?
本研究では，デュアルバンド???について，多極特性と広帯域特性に着目し，従
来検討されてきたタップ結合型共振器と新しくインバータ回路をデュアルバンド
に適用させることにより回路を構成し，狭帯域近似法を用いた設計を行い，各素
子値を導出した．これらの値を回路シミュレータ??????????????????????????を
用いて解析を行い，伝送特性の検討を行った．次に，マイクロストリップ線路
?????????????????????を用いて回路を構成し，試作を想定した電磁界シミュレー
タで解析を行い，その結果を基に試作・測定を行い，特性の比較を行った．結果
としては，提案した設計手法により，多極特性及び広帯域特性を有したデュアル
バンド???を実現できた．?
???については，提案されていた設計方法を基にして多極特性を有する???を設
計した．まず，共振器部に??直列共振器を用いて回路を設計し，それを分布定数
線路を用いた共振器に変換し，???を構成した．次に，???と同様に，回路シミュ
レータを用いて計算を行い，伝送特性の確認を行った．さらに???の回路パターン
を作成し，電磁界解析を行い，試作・測定を行って，伝送特性について検討を行
った．結果としては，阻止帯域に多極特性を有した???，広帯域特性を有したデュ
アルバンド???を実現できた．?
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